







































































（1） ①qi ②ji ③qu ④jd
【資料2】(6)～(10)のピンイン表記と一致するものを、それぞれ①～④の中から1つ選び、その番
号を解答欄にマークしなさい。(10点)(第81回中検準4級）
(6)shO叩 ① ② ③ ④
【資料3](11)～(15)の日本語を中国語で言い表す場合、最も適当なものを、それぞれ①～④の中か
ら1つ選び、その番号を解答欄にマークしなさい。（10点）（第81回中検準4級）
(11)昨日 ① ② ③ ④
【資料4】(1)～(5)の日本語を中国語で言い表す場合、最も適当なものを、それぞれ①～④の中か
ら1つ選び、その番号を解答欄にマークしなさい。(10点)(第81回中検準4級）
(1)15分間 ① ② ③ ④
【資料5】(6)～(10)の日本語を中国語で言い表す場合、最も適当なものを、それぞれ①～④の中か
ら1つ選び、その番号を解答欄にマークしなさい。(10点)(第81回中検準4級）











































































































































履修科目 略称 合計 上位 中位 下位
国経1年生 41人 11人 11人 19人
中国語I(文法）・’コース 1年lコース 22人 6人 6人 10人
中国語I(文法）・4コース 1年4コース 19人 5人 5人 9人
履修科目 略称 合計 上位 中位 下位
国経2年生 89人 31人 28人 30人
中国語Ⅱ（文法）・インテン 2年インテン 20人 8人 7人 5人
中国語Ⅱ（文法）・2コース 2年2コース 28人 10人 6人 12人
中国語Ⅱ（総合）・3コース 2年3コース 20人 6人 8人 6人




















































合格率 合計点 リスニング 筆記
合否 (200点満点） (100点満点） (100点満点）
合格基準点 60点
全受験者平均 72.7％ 69.1点 非公開 非公開
東洋国経平均 100% 92点 44点 48点
2年3コースA 合格 98点 50点 48点
2年インテンB 合格 96点 46点 50点
2年4コースC 合格 94点 44点 50点
2年インテン， 合格 92点 44点 48点
2年4コースE 合格 90点 42点 48点
2年インテンF 合格 88点 42点 46点
2年インテンG 合格 86点 40点 46点
表3．第80回中検4級受験状況
合格率 合計点 リスニング 筆記
合否 (200点満点） (100点満点） (100点満点）
合格某準点 60点 60点
全受験者平均 70.0% 非公開 71.0点 73.4点
東洋国経平均 100% 153.85点 70.35点 83.5点
2年インテンH 合格 175点 85点 90点
2年インテンI 合格 174点 80点 94点
2年インテン』 合格 172点 85点 87点
2年インテンK 合格 166点 75点 91点
2年2コースL 合格 166点 75点 91点
2年インテンM 合格 155点 70点 85点
2年4コースN 合格 152点 65点 87点
2年インテン○ 合格 150点 65点 85点
2年インテンP 合格 150点 70点 80点
2年インテンQ 合格 149点 60点 89点
2年インテンR 合格 148点 65点 83点
2年インテンS 合格 135点 65点 70点
2年4コースT 合格 133点 65点 68点





































合格率 合計点 リスニング 筆記
合否 (200点満点） (100点満点） (100点満点）
合格某準点 65点 65点
全受験者平均 31.4% 非公開 60.0点 62.9点
東洋国経平均 0% 110.3点 48点 62.3点
2年インテンV 不合格 138点 74点 64点
2年インテンW 不合格 117点 50点 67点













成績上位（11人） 11人(100%) 成績上位(31人） 31人(100%)
成績中位(11人） 11人(100%) 成績中位（28人） 23人（82.1％）
成績下位(19人） 19人(100%) 成績下位(30人） 25人（83.3％）
表6．中検に合格したいか（2択回答）
国経1年生 国経2年生
成績上位(11人） 9人(81.8%) 成績上位(31人） 29人（93.5％）
成績中位(11人） 11人(100%) 成績中位（28人） 23人(82.1%)







































国経1年生 成績上位(11人） 成績中位（11人） 成績下位(19人）
1年生春学期迄 1人（9.09％） 1人（9.09％） 3人（15‘8％）
1年生秋学期迄 4人（36.4％） 3人（27.3％） 4人(21.1%)
2年生春学期迄 1人(9.09%) 1人（9.09％） 3人(15.8%)
2年生秋学期迄 勘 Xin5:5%) 6汎瑚;4簸％） 醗入鳶(4?漣％）
表7－2．初習外国語はいつ迄必修であるのが良いか？（4択回答）
国経2年生 成績上位(31人） 成績中位（28人） 成績下位(30人）
1年生春学期迄 2人（6.45％） 2人（7,14％） 6人（20％）
1年生秋学期迄 9人（29％） 12hn239%I)" 16入童〈53:3％）
2年生春学期迄 8人（25.8％） 7人（25％） 5人（16.7％）
2年生秋学期迄 瞳入蕊(認浮％〉 7人（25％） 3人(10%)
表7－1，2を見るに、1年生成績上・中・下位者の約半数と、2年生成績上位者の4割弱が、「初
習外国語は2年生秋学期迄必修であるのが良い」と考えているのに対し、2年生成績中位者の4割
強、成績下位者の5割強が「初習外国語の必修は1年生秋学期迄が良い」と考えている。自由記述
楠を見るに、2年生成績中・下位者は、「この1年半は本当につらかった」「つかれました」「英語
をならうより全然難しいと思った」「興味はあるが、ヤル気がなかなか出なかった」「自分には向い
ていないと思う」と書き、1年半選択必修だった中国語学習が苦痛だったことを訴えている。この
調査が、国経1年生が中国語学習歴4カ月目、2年生が学習歴1年半の時点で行ったものであるこ
とを鑑みるに、表7－1，2の調査結果から、学習歴が短く、成果がはっきりしていないうちは、
約半数の履修者が初習外国語は2年間必修でも良いだろう、と思っているが、1年半の学習を経て
も成果が上がらないと、初習外国語学習は1年間だけで終わって欲しい、と考え方が変化すること
を示している。
初習外国語は、新出事項を理解、記憶する、既習事項を活用して未習事項を類推する、言語の違
いによる異なった思考法を体感する、など、高等教育に必要な基礎学力をまんべんなく鍛えること
ができる科目である。故に、早慶MARCHなど、所謂「上位校」と言われる大学ほど、初習外国語
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を重視し、主専攻科目に関わらず、2年間週2こま選択必修としている。加えて、初習外国語の原
書講読科目を開設し、文字のリテラシーを向上させ、専門科目教育の礎としている大学もある。今
回の調査結果から、国経の中国語履修者も学習当初は「2年間必修で良い」と考えている者が半数
を超えていることがわかった。初習外国語教員は履修者の入学当初の覚悟をしっかりと受け止め、
履修者全員が一定の成果を上げるよう指導し、初習外国語を2年生秋学期迄必修にするよう、カリ
キュラム改革を推し進めるべきである。
5．分析結果の総括、提言
以上、東洋国経の中国語履修者の中検受験状況、中検合格を目標とした教育法、初習外国語のカ
リキュラムに対する認識を分析した結果、以下の3つの結果を得た。
(1)中検の頻出単語や文法項目を重点的に教える教育法は、筆記試験の得点向上に一定の効果が
あった。一方、受験対策をしなかったリスニングは得点が伸び悩んだ。
(2)中国語履修者は誰しも、学習開始当初は中検に合格したいという願望を持って取り組んでいる
が、学習成果が上がらないと、中検に興味を示さなくなる。
(3)東洋国経の中国語履修者は、学習歴が浅いうちは初習外国語が2年生秋学期迄必修でも良いと
考えているが、学習が進んでも成果の上がらなかった者は1年間で終わって欲しいと、考え方が変
化する。
以上の分析結果を踏まえ、中国語教育法、カリキュラムに対して、以下の3点を提言する。
(1)履修者が中検リスニングで得点を取れる教育法を開発する。
(2)履修者が学習成果の向上を実感できる教育法を開発する。成果が上がれば、中検受験率、合格
率、中国語学習に対する興味が向上し、東洋の国際化に寄与することができる。
(3)初習外国語のカリキュラムを改定し、2年生秋学期迄週2こま選択必修とする。半数の履修者
は、初習外国語は2年間学んでも良いとの覚悟を持って臨んでいる。この覚悟を活かすには、初習
外国語教員が履修者に学習成果を体感させる教育を行うことが不可欠である。
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